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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

「
祭
礼
文
化
圏
」
の
継
承
に
関
す
る
一
試
論

―
愛
媛
県
宇
和
島
地
方
の
牛
鬼
行
事
を
事
例
と
し
て

―

筒　

井　
　

裕　
　

一　

は
じ
め
に

　

平
成
期
の
日
本
に
は
約
八
万
も
の
神
社
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
現
在
も
多
様
な
祭
礼
を
継
承
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
の
空

洞
化
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど
の
社
会
現
象
が
進
展
す
る
現
代
日
本
に
お
い
て
は
、
地
域
人
口
の
多
寡
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人
的
資

源
を
要
す
る
祭
礼
は
「
人
手
不
足
」
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
祭
礼
研
究
の
分
野
で
は
こ
の
問
題
に
関
す

る
研
究
が
多
数
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

都
市
祭
礼
に
お
け
る
人
的
資
源
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
主
要
な
研
究
と
し
て
、
松
平
誠
に
よ
る
一
連
の
論
考
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
松
平
は
、
女
性
や
他
地
域
の
住
民
（
神
輿
同
好
会
な
ど
の
組
織
を
含
む
）
が
神
田
明
神
の
神
輿
渡
御
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
田
村
ほ
か
（
二
〇
〇
四
、
博
多
祇
園
山
笠
）・
吉
田
（
二
〇
一
〇
、
岸

和
田
だ
ん
じ
り
祭
り
）
は
、
都
市
の
住
民
が
山
車
の
曳
き
手
を
確
保
す
べ
く
他
地
域
か
ら
人
的
資
源
を
集
め
、
行
事
の
存
続
を
図
っ
て
い
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る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
最
近
で
は
、
神
田
大
祭
を
事
例
と
し
た
清
水
（
二
〇
一
二
）
が
、
地
元
の
町
会
と
そ
の
支
援
団
体
―
す
な
わ
ち

他
地
域
の
住
民
か
ら
な
る
神
輿
同
好
会
―
と
の
間
に
い
か
な
る
社
会
的
関
係
性
が
み
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
の
成
果
を
も
と
に

報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
深
刻
な
過
疎
化
に
悩
む
限
界
集
落
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
限
界
集
落
に
お
け
る
伝
統
芸
能
の
継
承

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
星
野
（
二
〇
〇
九
）
は
、
限
界
集
落
が
地
元
の
児
童
生
徒
・
女
性
・
出
身
者
、
あ
る
い
は
「
第
三
者
」（
大
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
・
和
太
鼓
集
団
な
ど
）
を
新
た
な
人
的
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
伝
統
芸
能
を
継
承
し
得
て
い

る
と
い
う
現
状
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
戸
島
（
二
〇
〇
六
）
は
、
宮
崎
県
椎
葉
村
の
限
界
集
落
の
人
々
が
、
都
市
部
に
転
出
し
た
男
性
か

ら
協
力
を
得
て
椎
葉
神
楽
の
存
続
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
島
嶼
部
に
関
し
て
は
藤
岡
和
佳
の
興
味
深
い
論
考
が
あ
る
。
藤
岡

（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
と
、
竹
富
島
で
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
度
の
高
い
移
住
者
に
対
し
、
閉
鎖
的
な
祭
礼
へ
の
参
加
を
容
認
し
て
お
り
、

こ
れ
が
祭
礼
に
必
要
な
人
手
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

以
上
の
研
究
成
果
か
ら
、
日
本
社
会
は
都
市
・
限
界
集
落
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
地
元
の
女
性
・
児
童
生
徒
・
出
身
者
を
含
む
「
あ

ら
ゆ
る
属
性
の
地
縁
者
」
や
、
神
輿
同
好
会
な
ど
の
支
援
団
体
・
転
入
者
と
い
っ
た
「
第
三
者
」
を
人
的
資
源
と
し
て
活
用
し
な
け
れ
ば
、

祭
礼
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
主
眼
は
、
地
域
社
会
が
特
定
の
祭
礼
や
伝

統
芸
能
を
継
承
す
べ
く
、
い
か
に
し
て
人
的
資
源
を
獲
得
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
既
往

の
祭
礼
研
究
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会
が
、
祭
礼
の
成
立
に
と
っ
て
「
人
的
資
源
」
と
同
程
度
に
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
「
祭
礼

道
具
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
て
き
た
か
や
、
自
ら
が
属
す
る
特
定
の
「
祭
礼
文
化
圏
」
を
い
か
に
し
て
維
持
し
て
き
た
か
と
い
う

点
に
関
し
て
考
察
を
十
分
に
深
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う（
1
）。

　

本
研
究
で
は
上
記
の
点
を
ふ
ま
え
、
周
辺
地
域
と
人
的
資
源
・
祭
礼
道
具
の
供
給
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
「
祭
礼
文
化
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圏
」
の
維
持
を
促
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
農
村
集
落
―
愛
媛
県
宇
和
島
市
保
田
集
落
―
に
注
目
し
、
現
地
調
査
の
成
果
を
も
と
に
同
集
落
の

活
動
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
を
行
う（
2
）。
さ
ら
に
本
稿
で
は
、
保
田
集
落
の
事
例
を
参
考
と
し
て
、
地
域
社
会
が
「
祭
礼
文
化
圏
」
を
継
承

す
る
た
め
の
モ
デ
ル
の
構
築
を
試
み
る
と
と
も
に
、こ
れ
を
現
実
社
会
に
適
用
さ
せ
た
場
合
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
に
先
立
ち
、
次
章
で
は
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
愛
媛
県
宇
和
島
地
方
の
祭
礼
文
化
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
現

況
を
概
観
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二　

愛
媛
県
宇
和
島
地
方
の
祭
礼
文
化
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
現
況

　

愛
媛
県
の
祭
礼
文
化
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
大
本
敬
久
が
既
に
論
考
を
著
し
て
い
る
。
大
本
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
と
、
愛
媛
県
で
は

中
予
地
方
を
除
い
た
一
帯
―
す
な
わ
ち
、東
予
・
南
予
地
方
―
に
お
い
て
、山
車
行
事
が
極
め
て
盛
ん
だ
と
い
う（

3
）。
ま
た
筒
井
（
二
〇
一
二
）

を
み
る
と
、
宇
和
島
地
方
（
南
予
）
は
日
本
の
中
で
も
つ
く
り
も
の
の
山
車
を
用
い
る
祭
礼
が
最
も
密
に
分
布
す
る
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
宇
和
島
地
方
の
人
々
は
、
氏
子
集
落
ご
と
に
「
牛
鬼
」
と
呼
ば
れ
る
つ
く
り
も
の
の
山
車
を
作
製
し
、
祭
礼
時
に
は

こ
れ
を
大
勢
で
担
ぎ
、宮
入
り
を
果
た
す「
牛
鬼
行
事
」を
伝
承
し
て
き
た（
写
真
１
）。
図
１
は
、愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
編（
二
〇
〇
〇
）

を
も
と
に
、
愛
媛
県
に
お
け
る
牛
鬼
行
事
（
九
八
件
）
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（
4
）。
同
図
か
ら
牛
鬼
行
事
が
宇
和
島
地
方
一
帯
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
牛
鬼
行
事
は
宇
和
島
地
方
を
中
心
に
、
ひ
と
つ
の
祭
礼
文
化
圏
―
い
わ
ば
「
牛
鬼
文
化
圏
」

―
を
形
成
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
牛
鬼
」
と
は
、
い
か
な
る
形
態
の
山
車
で
あ
る
の
か
。
大
本
（
二
〇
〇
五
）
は
牛
鬼
の
形
態
に
つ
い
て
、「
顔
は
牛
と
も
鬼
と
も
つ
か

な
い
形
相
で
、
胴
体
は
牛
を
、
尻
尾
は
剣
を
か
た
ど
っ
た
練
物
の
一
種
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
牛
鬼
は
頸
部
と
胴
体
（
ド
ン
ガ
ラ
）
の
ふ
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筒井　裕.indd   141筒井　裕.indd   141 2013/02/14   18:48:482013/02/14   18:48:48



「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

た
つ
の
部
位
か
ら
な
り
、
通
常
、
次
の
工
程
で

組
み
立
て
ら
れ
る
。
ま
ず
、
タ
ケ
や
木
材
を

用
い
て
大
き
な
ザ
ル
状
の
胴
体
を
作
る
（
写
真

２（
5
））。
次
に
、
細
長
い
木
材
の
一
端
に
「
カ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
牛
鬼
の
顔
を
、
も
う
一
方
の
先
端

部
分
に
短
い
木
材
を
垂
直
に
据
え
、
頸
部
を
完

成
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
ド
ン
ガ
ラ
の
前

方
部
分
に
差
し
こ
む（
写
真
２
参
照（
6
））。最
後
に
、

牛
鬼
の
頸
部
と
胴
体
の
周
囲
を
布
や
シ
ュ
ロ
の

樹
皮
で
覆
い
、
牛
鬼
の
臀
部
に
「
祓
い
」
を
象

徴
す
る
と
さ
れ
る
幣
と
剣
を
飾
る
。
宇
和
島
地

方
の
牛
鬼
の
大
部
分
は
、
上
記
の
よ
う
な
構
造

を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
同
地
域
で
は
牛
鬼
の

構
造
に
関
す
る
地
域
的
差
異
は
ほ
と
ん
ど
み
と

め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
牛
鬼
は
伝
統
的
に
氏

子
集
落
単
位
で
作
製
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
体
型
・
表
情
・
布
の
色
・
性
別
な
ど
は

各
集
落
で
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
日
吉
村
（
現

写真１　宇和島市保田集落の牛鬼
　　　　 （2010 年、筆者撮影）
保田集落の牛鬼は非常に寸法が大きく（ドン
ガラの縦 6.3m×横 3.2m×高さ2.4m）、その
重量は320kgにも達する。

写真２　 宇和島市九島地区の牛鬼の構
造 （2010 年、筆者撮影）

島嶼部の牛鬼である。小さなサイズの牛鬼
だが、本土側のものと同一の構造をもつ。

142

筒井　裕.indd   142筒井　裕.indd   142 2013/02/14   18:48:482013/02/14   18:48:48



「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

鬼
北
町
）
下

山
集
落
の
牛
鬼
は
「
平
ら
な
顔
」・「
五
色
の
色

紙
の
幣
」
を（
7
）、
宇
和
島
市
保
田
集
落
の
牛
鬼
（
雌
）
は
「
大
き

な
臀
部
」・「
険
し
い
表
情
」・「
柿
渋
色
の
布
」
を
外
見
上
の
特

徴
と
し
て
い
る（
8
）。
宇
和
島
地
方
の
人
々
は
、
牛
鬼
に
施
さ
れ
た

こ
れ
ら
の
細
か
な
特
徴
を
「
自
集
落
の
独
自
性
を
示
し
、
自
身

と
他
集
落
と
を
識
別
す
る
も
の
」
と
し
て
重
要
視
す
る
。
宇
和

島
地
方
で
は
氏
子
が
牛
鬼
の
作
製
を
担
っ
て
き
た
が
、
近
年
は

そ
の
技
術
を
も
つ
人
材
が
減
少
し
、
他
集
落
の
特
定
の
人
物
に

牛
鬼
の
修
復
・
作
製
を
依
頼
す
る
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い

う
（
後
述
）。

　

平
成
期
の
宇
和
島
地
方
で
は
牛
鬼
の
作
製
技
術
の
継
承
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
行
事
の
担
い
手
も
ま

た
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
我
々
は
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
が

提
示
す
る
統
計
資
料
か
ら
、
平
成
期
の
愛
媛
県
で
は
宇
和
島
地

方
を
中
心
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
（
図

１
参
照（
9
））。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
宇
和
島
地
方
の

人
々
は
少
な
い
人
手
で
の
巡
行
が
可
能
な
よ
う
に
、
牛
鬼
の
素

図１　愛媛県における牛鬼行事の分布と過疎地域の展開（平成期）
（愛媛県歴史文化博物館編『愛媛まつり紀行』愛媛県歴史文化博物館、
2000 年、および、全国過疎地域自立促進連盟ホームページをもとに作成）
（注） 本図では、1999 年現在の市町村を単位として愛媛県歴史文化博物館編
（2000）から把握可能な 98 件の牛鬼行事の分布を示した。ただし宇和島地
方には、それ以上の数の牛鬼行事が伝承されているものと考えられる。

０ 20km
１     ３   ５        10 ( 件 )

牛鬼行事の件数

過疎地域を含む市町村
過疎市町村と見なされる市町村
過疎市町村

平成 20 年現在の市町村界

平成 11 年現在の市町村界
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材
を
重
量
の
あ
る
和
紙
・
粘
土
か
ら
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
軽
い
素
材
へ
と
変
更
す
る
、
あ

る
い
は
牛
鬼
の
寸
法
を
小
さ
く
す
る
な
ど
し
て
山
車
の
軽
量
化
を
図
っ
て
き
た）
10
（

。
ま
た
、宇
和
島
市
で
は
市
内
の
愛
護
会
（
町
内
子
供
会
）

や
保
育
園
に
対
し
、同
市
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
」
の
子
ど
も
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

伝
統
文
化
の
若
年
者
層
へ
の
定
着
を
促
し
て
い
る）
11
（

。
伝
統
行
事
存
続
の
た
め
に
、
民
間
・
行
政
レ
ベ
ル
で
上
記
の
よ
う
な
対
策
が
な
さ
れ

て
き
た
が
、
宇
和
島
地
方
の
祭
礼
は
依
然
と
し
て
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
地
域
住
民
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
根
本
的
な
解

決
策
を
未
だ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る）
12
（

。

　

以
上
記
し
た
よ
う
に
、
平
成
期
の
宇
和
島
地
方
の
人
々
は
人
的
資
源
・
祭
礼
道
具
の
確
保
と
い
う
ふ
た
つ
の
大
き
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、
牛
鬼
行
事
の
伝
承
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
祭
礼
道
具
」
で
あ
る
牛
鬼
は
祭
礼
以
外
の
場
で
も
重
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
「
活
動
空
間
」
は
著
し
く
拡
大
し
て
い
っ
た
。
一
九
七
〇
年
こ
ろ
よ
り
、
牛
鬼
は
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す

る
宇
和
島
市
や
日
本
国
内
外
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
で
人
気
を
獲
得
し
て
い
っ
た
（
宇
和
島
市
誌
編

さ
ん
委
員
会
編
、
二
〇
〇
五
）。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
宇
和
島
地
方
の
人
々
の
間
で
は
、
牛
鬼
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
民
具
を
「
魔
除
け

道
具
」と
し
て
自
宅
や
店
舗
に
飾
る
と
い
う
新
た
な
風
習
が
生
じ
た）
13
（

。つ
ま
り
元
来「
伝
統
的
な
祭
礼
道
具
」で
あ
っ
た
は
ず
の
牛
鬼
は
、「
観

光
化
（
地
域
活
性
化
）
の
象
徴
」・「
日
常
的
な
魔
除
け
道
具
」
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
す
「
よ
り
身
近
で
日
常
的
な
存
在
」
へ
と
そ
の

性
質
を
変
容
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

　

本
章
で
は
、
愛
媛
県
宇
和
島
地
方
の
祭
礼
文
化
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
現
況
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
同
地
方
一

帯
で
は
牛
鬼
行
事
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
が
、
現
地
調
査
の
結
果
、
ひ
と
つ
の
農
村
集
落
―
宇
和
島
市
保
田
集
落
―
が
周
辺
地
域
の

牛
鬼
行
事
に
人
的
資
源
・
祭
礼
道
具
を
提
供
し
、
こ
れ
ら
の
存
続
を
促
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
章
で
は
同
集
落
の
活
動

の
概
要
と
、
こ
れ
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

三　
「
牛
鬼
文
化
圏
」
の
維
持
―
宇
和
島
市
保
田
集
落
を
事
例
に
―

　

宇
和
島
市
の
中
心
市
街
地
よ
り
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
に
位
置
す
る
保
田
集
落
は
、水
田
に
囲
ま
れ
た
人
口
一
、八
四
二
人
（
二
〇
〇
九

年
現
在
）
の
農
村
集
落
で
、
近
年
、
牛
鬼
行
事
の
継
承
に
関
す
る
活
動
を
最
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
地
区
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
同
集
落

は
、
宇
和
島
市
の
中
で
も
高
齢
者
率
が
最
も
低
い
（
一
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
番
城
地
区
に
含
ま
れ
（
宇
和
島
市
編
、
一
九
九
七
）、
ま
た

一
九
七
〇
年
以
降
は
一
、七
〇
〇
人
以
上
の
人
口
を
常
に
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、周
辺
地
域
に
比
べ
る
と
「
少
子
高
齢
化
」・「
過
疎
化
」

と
い
う
社
会
問
題
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
地
域
の
ひ
と
つ
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る）

14
（

。

　

保
田
集
落
は
宇
和
島
市
長
堀
に
鎮
座
す
る
三
島
神
社
の
氏
子
集
落
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
三
島
神
社
で
は
毎
年
一
〇
月
一
三
・
一
四
日
に

例
大
祭
（
秋
祭
り
）
を
斎
行
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
中
、
保
田
集
落
を
含
む
同
社
の
氏
子
区
域
（
全
二
三
集
落
）
で
は
牛
鬼
行
事
が
行
わ

れ
る）
15
（

。
図
２
に
、
二
〇
〇
九
年
度
の
三
島
神
社
の
例
大
祭
に
お
け
る
各
氏
子
集
落
の
役
割
を
示
し
た
。
こ
の
図
か
ら
、
三
島
神
社
の
氏
子

は
、
秋
季
大
祭
時
に
全
部
で
一
八
基
も
の
牛
鬼
（
子
供
牛
鬼
一
六
基
、
大
人
牛
鬼
二
基
）、
そ
し
て
二
基
の
四
ツ
太
鼓
を
用
い
、
比
較
的

規
模
の
大
き
い
山
車
の
祭
礼
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る）
16
（

。

　

一
〇
月
一
四
日
の
本
祭
り
の
際
に
、
各
氏
子
集
落
の
牛
鬼
は
三
島
神
社
に
宮
入
り
を
す
る
が
、
そ
の
前
後
に
氏
子
世
帯
や
店
舗
の
玄
関

先
で
門
付
け
（「
悪
魔
祓
い
」）
を
行
う
。
こ
の
「
悪
魔
祓
い
」
に
は
災
厄
を
振
り
祓
う
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
保
田
集
落
の
牛
鬼
の
み

は
、
三
島
神
社
の
御
輿
渡
御
の
折
に
祭
礼
行
列
の
先
導
役
と
な
り
、
巡
路
の
露
払
い
も
担
う
。
ま
た
同
集
落
に
は
、
牛
鬼
の
ド
ン
ガ
ラ
に

ひ
と
握
り
の
稲
穂
を
巻
き
つ
け
て
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
風
習
が
あ
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
三
島
神
社
の
氏
子
に
と
っ
て
牛

鬼
と
は
地
域
社
会
や
祭
礼
空
間
の
災
厄
を
祓
い
、
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
極
め
て
重
要
な
祭
礼
道
具
だ
と
言
え
る
。

　

二
〇
〇
九
年
現
在
、
保
田
集
落
で
は
男
性
を
中
心
と
し
た
約
八
〇
名
で
「
保
田
牛
鬼
保
存
会
」
を
組
織
し
て
い
る
。
同
保
存
会
で
は
、
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

三
島
神
社
の
例
大
祭
や
観
光
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
機
会
に
牛
鬼
の
作
製
・
巡
行
な

ど
を
精
力
的
に
行
い
、
自
集
落
の
祭
礼

文
化
の
継
承
・
活
性
化
を
図
っ
て
い

る）
17
（

。
現
地
調
査
の
結
果
、
保
田
牛
鬼
保

存
会
は
上
記
以
外
の
活
動
―
す
な
わ

ち
、
周
辺
地
域
の
牛
鬼
行
事
に
対
す
る

人
的
資
源
・
祭
礼
道
具
の
提
供
―
も

行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下

に
、
同
保
存
会
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
記
す
。

　

一
九
七
〇
年
代
の
保
田
集
落
で
は
、

牛
鬼
行
事
の
担
い
手
で
あ
る
中
年
男
性

が
連
続
し
て
亡
く
な
る
と
い
う
不
幸
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
集
落
の
人
々
は
数
年
間
に
わ
た
っ
て
牛
鬼
行
事
の
実
施
を
見
合

わ
せ
た
。
牛
鬼
行
事
は
、
保
田
集
落
の
男
性
に
と
っ
て
「
ス
ト
レ
ス
発
散
」
の
た
め
の
、
そ
し
て
、
集
落
の
紐
帯
を
維
持
・
強
化
し
、
町

内
会
組
織
の
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
の
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
集
落
の
あ
る
男
性
（
後
の
保
田
牛
鬼
保
存
会
初
代
会
長
）
は
、

こ
の
「
祭
礼
行
事
の
途
絶
」
と
い
う
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、「
保
田
牛
鬼
保
存
会
」
を
創
設
し
、
牛
鬼
行
事
を
再
興
・
活
性
化
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
を
周
囲
に
説
い
た
。
す
る
と
集
落
内
の
四
三
名
の
男
性
が
こ
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
て
活
動
資
金
を
提
供
し
、「
保
田

図２　 愛媛県宇和島市三島神社の氏子集落と例大祭時にお
ける役割（2009 年）
　（愛媛県宇和島市三島神社に対する聞き取り調査、

および同社資料をもとに作成）
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

牛
鬼
保
存
会
」
は
そ
の
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た）
18
（

。

　

当
初
、
保
田
牛
鬼
保
存
会
の
活
動
の
目
的
は
自
集
落
の
牛
鬼
行
事
の
再
興
・
活
性
化
に
あ
っ
た
が
、
同
保
存
会
で
は
牛
鬼
の
巡
行
に
必

要
な
最
低
限
の
人
員
（
男
性
約
二
〇
名
）
す
ら
確
保
で
き
な
い
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た）
19
（

。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
背
景
に
は
、

当
時
の
保
田
集
落
に
お
い
て
、（
ａ
）
他
の
信
仰
を
も
つ
世
帯
が
増
加
し
た）
20
（

、（
ｂ
）
会
社
勤
め
の
住
民
が
急
増
し
、
平
日
に
行
わ
れ
る
こ

と
の
多
い
牛
鬼
行
事
へ
の
参
加
者
が
減
少
し
た
、（
ｃ
）
青
年
層
が
就
業
・
教
育
の
機
会
を
求
め
て
都
市
部
へ
と
転
出
し
た
、（
ｄ
）
娯
楽

の
多
様
化
に
よ
り
、
青
年
層
が
伝
統
行
事
へ
の
興
味
・
関
心
を
低
下
さ
せ
て
い
た
な
ど
の
社
会
的
事
情
が
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

保
田
牛
鬼
保
存
会
は
人
的
資
源
を
確
保
す
べ
く
、
三
島
神
社
の
例
大
祭
の
折
に
、
宇
和
島
市
（
和
霊
神
社
・
伊
吹
八
幡
神
社
の
氏
子
集
落
）・

津
島
町
（
現
宇
和
島
市
。
津
島
神
社
の
氏
子
集
落
）・
松
野
町
・
日
吉
村
（
現
鬼
北
町
）・
野
村
町
（
現
西
予
市
）・
高
知
県
梼
原
町
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
二
〜
一
〇
名
程
度
の
担
ぎ
手
を
招
聘
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
保
田
牛
鬼
保
存
会
で
は
上
記
の
地
域
で
行
わ

れ
る
山
車
行
事
（
牛
鬼
・
四
ツ
太
鼓
）
に
、
応
援
と
し
て
数
名
の
人
員
（
各
二
〜
三
名
）
を
派
遣
し
始
め
た
（
図
３）
21
（

）。
保
田
集
落
が
周

辺
地
域
と
人
的
資
源
の
相
互
派
遣
を
長
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
同
集
落
は
牛
鬼
の
担
ぎ
手
不
足
に
陥
る
こ
と
は
な
く
な

り
、「
現
在
（
筆
者
注
：
二
〇
〇
九
年
現
在
）、
人
手
に
関
し
て
は
心
配
無
用
の
状
態
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
保
田
牛
鬼
保
存
会
会
長

に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

　

保
田
集
落
が
周
辺
地
域
と
人
的
資
源
に
関
す
る
協
力
体
制
を
長
期
的
に
構
築
し
得
た
理
由
と
は
何
か
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
保
田
集
落

と
周
辺
地
域
が
「
牛
鬼
文
化
圏
」
に
属
し
、
双
方
の
祭
礼
の
儀
礼
構
成
・
道
具
の
構
造
に
共
通
点
が
極
め
て
多
く
、
こ
れ
ら
の
住
民
が
も

う
一
方
の
祭
礼
の
宗
教
的
意
味
を
理
解
し
、
か
つ
、
祭
礼
道
具
（
牛
鬼
・
四
ツ
太
鼓
）
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
互
い
を
「
安

心
し
て
任
せ
ら
れ
る
相
手
」
と
し
て
認
識
し
、
信
頼
関
係
を
円
滑
に
構
築
し
得
た
点
を
指
摘
で
き
る）
22
（

。
さ
ら
に
、
保
田
集
落
が
あ
る
程
度

の
人
口
を
維
持
し
て
お
り
、
他
地
域
に
数
名
程
度
の
「
人
手
」
を
確
実
に
供
給
し
得
た
こ
と
や
、
同
集
落
と
周
辺
集
落
が
物
理
的
に
あ
る
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程
度
離
れ
て
お
り
、
祭
礼
日
が
重
複
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
も
重
要
な
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る）
23
（

。

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
保
田
牛
鬼
保
存
会
で
は
周
辺
地

域
の
依
頼
に
基
づ
い
て
祭
礼
道
具
に
関
す
る
支
援
活

動
、
つ
ま
り
牛
鬼
の
カ
ブ
や
ド
ン
ガ
ラ
の
作
製
・
修
復

も
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た）
24
（

。
宇
和
島
地
方
の

人
々
は
、
祭
礼
時
に
牛
鬼
を
荒
々
し
く
担
ぎ
あ
げ
た

り
、
そ
の
頸
部
を
上
下
・
前
後
方
向
に
激
し
く
動
か
し

た
り
す
る）
25
（

。
こ
の
時
、
牛
鬼
が
建
築
物
と
接
触
し
、
そ

の
一
部
を
損
壊
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
牛
鬼
を
損
壊

し
た
場
合
、
翌
年
の
祭
礼
前
ま
で
に
牛
鬼
を
修
復
、
あ

る
い
は
新
規
に
作
製
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
平
成

期
以
降
、
同
地
方
で
は
牛
鬼
の
作
製
技
術
を
も
つ
人
物

が
死
亡
や
高
齢
な
ど
の
た
め
に
減
少
し
、
多
く
の
集
落

が
カ
ブ
や
ド
ン
ガ
ラ
を
独
力
で
作
製
・
修
復
で
き
な
く

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
集
落
の
人
々
が
保
田
牛
鬼
保
存

会
に
関
す
る
情
報
を
偶
然
耳
に
し
、
同
保
存
会
に
祭
礼

道
具
の
作
製
・
修
復
を
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

図３　 宇和島市保田牛鬼保存会と周辺地域間における「人的資源」・「祭
礼道具」の需給関係（2010 年）

 （保田牛鬼保存会に対する聞き取り調査により作成）
（注）本図の市町村界は、1999 年現在のものである。　　　　　
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る地域

梼
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町
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

あ
る）
26
（

。
保
田
牛
鬼
保
存
会
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
秋
季
〜
二
〇
一
〇
年
夏
季
の
約
一
年
間
に
、
八
幡
浜
市
・
松
野
町
・
日

吉
町
（
現
鬼
北
町
）・
野
村
町
（
現
西
予
市
）
の
住
民
か
ら
カ
ブ
六
点
の
作
製
・
修
復
依
頼
が
な
さ
れ
た
と
い
う）
27
（

。
ま
た
同
保
存
会
は
津

島
町
（
現
宇
和
島
市
）
の
住
民
の
求
め
に
応
じ
て
、
彼
ら
に
技
術
指
導
を
し
な
が
ら
牛
鬼
を
共
同
で
造
り
あ
げ
る
こ
と
も
行
っ
た）
28
（

。
保
田

牛
鬼
保
存
会
で
は
、
他
集
落
の
牛
鬼
を
作
製
・
修
復
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
形
態
を
可
能
な
限
り
踏
襲
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
同
保
存
会
の
人
々
は
、
自
ら
が
手
が
け
た
牛
鬼
が
各
地
の
祭
礼
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
、
祭
礼
空
間
を
賑
わ
せ
る
こ
と
は
「
非

常
に
誇
ら
し
い
こ
と
」
で
、
こ
れ
は
保
田
集
落
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
カ
ン
フ
ル
剤
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
記
し
た
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
宇
和
島
市
保
田
集
落
は
牛
鬼
行
事
の
実
施
に
不
可
欠
な
人
的
資
源
と
祭
礼
道
具
の
需
給

源
と
し
て
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
保
田
集
落
は
自
集
落
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
地
域
の
牛
鬼
行
事
を
存
続
さ
せ
、
宇

和
島
地
方
一
帯
に
広
が
る
「
牛
鬼
文
化
圏
」
の
継
承
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
我
々
は
こ
の
事
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、地
域
社
会
が
「
祭

礼
文
化
圏
」
を
継
承
し
て
い
く
た
め
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
モ
デ
ル
を
現
実
社
会
で
適
用
す
る
際

に
、
い
か
な
る
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

四　

お
わ
り
に
―
「
祭
礼
文
化
圏
」
の
継
承
モ
デ
ル
の
構
築
と
適
用
の
た
め
に
―

　

本
稿
で
は
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
保
田
集
落
が
行
っ
て
き
た
祭
礼
文
化
の
継
承
に
関
す
る
活
動
の
概
要
と
、
こ
れ
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ
し

た
影
響
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
の
成
果
を
も
と
に
報
告
を
行
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
保
田
集
落
の
人
々
は
牛
鬼
行
事
の
途
絶
と
い
う
出

来
事
を
経
験
し
、
以
降
、
そ
の
再
興
・
活
性
化
の
た
め
に
保
田
牛
鬼
保
存
会
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
と
人
的
資
源
に
関
す
る

協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
同
保
存
会
は
周
辺
地
域
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
の
祭
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

礼
道
具
の
作
製
・
修
復
も
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
保
田
集
落
に
よ
る
一
連

の
活
動
は
自
ら
の
祭
礼
文
化
を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
地
域

の
牛
鬼
行
事
の
存
続
―
換
言
す
る
な
ら
ば
、
宇
和
島
地
方
一
円
に
広
が
る
「
牛
鬼
文

化
圏
」
の
維
持
―
を
促
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
人

口
を
維
持
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
り
、
か
つ
、
祭
礼
道
具

の
作
製
技
術
を
も
つ
集
落
が
、
同
一
の
祭
礼
文
化
圏
内
の
他
の
集
落
に
対
し
て
人
的

資
源
や
祭
礼
道
具
を
供
給
す
る
拠
点
（
以
下
、
こ
れ
を
「
拠
点
集
落
」
と
記
す
）
と

な
れ
ば
、
日
本
各
地
に
展
開
す
る
「
祭
礼
文
化
圏
」
の
継
承
は
比
較
的
容
易
な
も
の

と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
図
４
）。

　

た
だ
し
、
人
的
資
源
や
祭
礼
道
具
に
関
す
る
支
援
を
求
め
る
集
落
（
以
下
、
こ
れ

を
「
支
援
集
落
」
と
記
載
）
が
、
図
４
に
示
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
際
に
形
成
し

て
い
く
に
は
、
ど
こ
に
拠
点
集
落
が
存
在
す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
有
力
な
情
報
提
供
者
と
な
り
得
る
の
は
、
研
究
者
と
自
治
体
で
あ
る
。

こ
の
両
者
は
次
の
作
業
（
①
〜
③
）
を
通
じ
て
獲
得
し
た
学
術
的
情
報
を
支
援
集
落

に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
各
地
の
「
祭
礼
文
化
圏
」
の
維
持
に
寄
与
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
最
初
の
作
業
と
は
、
星
野
（
二
〇
一
二
）
な
ど
の
先
行
研

究
も
既
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
①
日
本
全
国
の
祭
礼
や
伝
統
芸
能
に
関
す
る

基
礎
的
情
報
（
祭
礼
関
連
の
文
書
・
画
像
記
録
も
含
む
）
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
こ

図４　祭礼文化圏の継承に関するモデル（概念図）
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

れ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
あ
る）
29
（

。
次
に
両
者
が
行
う
べ
き
作
業
と
は
、
す
な
わ
ち
、
②
①
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ふ
ま
え
、「
儀

礼
構
成
」・「
祭
礼
道
具
」
を
指
標
と
し
て
日
本
全
国
の
祭
礼
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
祭
礼
文
化
圏
」
を
画
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
最
後
に
、
③
各
祭
礼
文
化
圏
内
で
現
地
調
査
を
進
め
、
拠
点
集
落
と
な
り
得
る
地
区
を
選
定
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
詳
細

な
情
報
（
集
落
名
・
人
口
規
模
・
祭
礼
日
・
祭
礼
を
行
う
神
社
の
名
前
・
祭
礼
に
参
加
す
る
氏
子
の
属
性
・
祭
礼
道
具
と
そ
の
使
用
方
法
・

祭
礼
道
具
の
作
製
者
と
人
数
・
連
絡
先
な
ど
）
を
収
集
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
作
業
を
経
て
は
じ
め
て
、
研
究
者
と
自
治

体
は
支
援
集
落
に
対
し
、
こ
れ
ら
と
「
祭
礼
日
が
重
複
し
な
い
」・「
類
似
し
た
儀
礼
構
成
の
祭
礼
を
行
う
」・「
同
じ
構
造
の
祭
礼
道
具
を

用
い
る
」
な
ど
の
条
件
を
も
つ
拠
点
集
落
―
つ
ま
り
「
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
相
手
」
―
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

　

支
援
集
落
と
拠
点
集
落
間
で
協
力
体
制
が
成
立
し
た
際
に
、
研
究
者
と
自
治
体
は
も
う
一
点
だ
け
克
服
す
べ
き
課
題
を
抱
え
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
、
研
究
者
と
自
治
体
が
拠
点
集
落
に
対
し
、
可
能
な
限
り
支
援
集
落
の
「
伝
統
」
を
踏
襲
し
て
祭
礼
道
具
の
作
成
・
修
復

作
業
に
あ
た
る
よ
う
学
術
的
な
助
言
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
宇
和
島
地
方
で
は

他
集
落
―
と
り
わ
け
宇
和
島
市
内
―
の
特
定
の
人
物
に
牛
鬼
の
作
製
・
修
復
を
依
頼
す
る
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
宇
和
島

地
方
の
牛
鬼
の
外
見
は
「
多
様
性
に
富
ん
だ
伝
統
的
な
も
の
」
か
ら
、
宇
和
島
市
周
辺
に
伝
わ
る
「
険
し
い
表
情
と
ス
マ
ー
ト
な
骨
格
が

特
徴
的
な
宇
和
島
型
」
へ
と
徐
々
に
変
貌
を
遂
げ
、
同
地
方
各
地
の
祭
礼
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
「
宇
和
島
型
」
の
牛
鬼
が
登
場

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆
者
が
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
地
域
住
民
の
中
に
は
「
非
宇
和
島
型
」
の
牛
鬼
を
用
い
て
き
た
人
物
も
存
在
す

る
。
彼
は
近
年
の
こ
の
風
潮
を
「
寂
し
い
こ
と
だ
が
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
」
と
容
認
す
る
一
方
で
、「
伝
統
的
な
祭
礼
道
具
」
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
述
べ
、
そ
の
複
雑
な
心
境
を
垣
間
見
せ
て
い
た
。　

　

こ
の
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
か
ら
、我
々
は
、「
画
一
化
さ
れ
た
祭
礼
道
具
」の
提
供
が
特
定
の
祭
礼
文
化
圏
の
内
部
に「
多
数
派
」と「
少
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

数
派
」と
い
う
新
た
な
社
会
的
関
係
性
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
こ
と
、そ
し
て
、こ
れ
が
過
度
に
進
展
し
た
場
合
、「
少
数
派
」に
属
す
る
人
々

が「
多
数
派
」に
対
し
て
脅
威
を
感
じ
、自
身
の
祭
礼
文
化
の
継
承
に
対
す
る
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
十
分
に
予
測
で
き
る
。

よ
っ
て
、
研
究
者
・
自
治
体
は
拠
点
集
落
に
支
援
集
落
の
祭
礼
道
具
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、「
祭
礼
道
具
の
多
様
性
の
保
全
」
に
努
め
、

祭
礼
文
化
圏
内
に
お
け
る
新
た
な
社
会
的
葛
藤
の
発
生
を
防
止
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

研
究
者
・
自
治
体
な
ど
が
以
上
記
し
た
課
題
を
克
服
し
、
か
つ
、
拠
点
集
落
が
支
援
集
落
へ
の
人
的
資
源
・
祭
礼
道
具
の
供
給
源
と
し

て
長
期
的
に
機
能
し
得
た
な
ら
ば
、そ
こ
を
結
節
点
と
し
て
ひ
と
つ
の
「
祭
礼
文
化
圏
」
は
存
続
の
可
能
性
を
高
め
て
い
く
。
そ
の
結
果
、

祭
礼
研
究
は
地
域
活
性
化
と
い
う
意
味
に
お
い
て
社
会
的
貢
献
を
果
た
し
、「
実
学
」
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

謝 

辞　

現
地
調
査
に
お
い
て
は
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
の
三
島
神
社
の
越
智
重
安
氏
と
越
智
三
和
氏
、
保
田
牛
鬼
保
存
会
の
杉
浦
宏
二
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
三
島
神
社
の
氏
子
の
皆
様
、
鬼
北
町
日
吉
神
社
の
氏
子
の
皆
様
、
な
ら
び
に
九
島
地
区
の
皆
様
か
ら
は
多
大
な
る
ご

協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
國
學
院
大
學
の
茂
木
栄
教
授
、
江
戸
川
大
学
の
阿
南
透
教
授
、
そ
し
て
東
京
家
政
学
院
大
学

の
西
海
賢
二
教
授
か
ら
は
本
研
究
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
末
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注

（
１
）　

星
野
（
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
二
）
に
収
録
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
多
く
の
地
域
社
会
が
伝
統
芸
能
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の

条
件
と
し
て
、
行
政
側
か
ら
の
支
援
（
地
域
活
性
化
）・
人
的
資
源
の
確
保
・
祭
礼
道
具
の
確
保
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

（
２
）　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
三
日
〜
同
一
七
日
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
二
〜
二
六
日
、
二
〇
一
一
年
五
月
三
〇
〜
三
一
日
の
三
回
に
わ
た
り
、

愛
媛
県
宇
和
島
地
方
に
お
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
地
域
住
民
の
多
く
が
現
在
で
も
「
平
成
の
大
合
併
」
以
前
の
地
名
に
基

づ
い
て
祭
礼
関
係
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
も
「
平
成
の
大
合
併
」
以
前
（
一
九
九
九
年
現
在
）
の

地
名
を
用
い
て
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）　

大
本
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
と
、
中
予
で
は
神
輿
を
ぶ
つ
け
合
う
、
獅
子
舞
を
奉
納
す
る
な
ど
の
形
態
の
祭
礼
が
相
対
的
に
多
く
、
山
車

の
行
事
は
少
な
い
。

（
４
）　

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
編
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
と
、
牛
鬼
行
事
は
宇
和
島
地
方
と
高
知
県
の
一
部
地
域
を
含
む
約
一
五
〇
か
所
で
伝

承
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

（
５
）　

牛
鬼
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
三
好
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。
本
稿
で
事
例
と
し
て
取
り
あ
げ
た
宇
和
島
市
保
田
集
落
で
は
、
ド
ン
ガ
ラ
の

組
み
立
て
作
業
に
男
性
七
名
以
上
の
人
手
を
要
す
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
同
集
落
で
は
二
〇
一
〇
年
六
月
中
旬
に
牛
鬼
の
ド
ン
ガ
ラ
（
一

基
）
を
一
日
で
完
成
さ
せ
て
い
る
。

（
６
）　

宇
和
島
市
保
田
集
落
で
は
、
毎
年
、
多
数
の
カ
ブ
を
作
製
し
て
い
る
（
第
三
章
参
照
）。
大
人
用
の
牛
鬼
の
カ
ブ
（
縦
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
一
〇
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
一
点
を
完
成
さ
せ
る
の
に
、
約
一
か
月
間
を
要
す
る
と
い
う
。

（
７
）　

愛
媛
県
日
吉
村
（
現
鬼
北
町
）
の
日
吉
神
社
の
氏
子
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
８
）　

宇
和
島
地
方
の
人
々
は
、
牛
鬼
の
体
型
に
関
し
て
「
都
会
の
牛
鬼
は
細
身
で
、
田
舎
の
も
の
は
太
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を
も
つ
。

（
９
）　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
統
計
資
料
を
参
照
。
各
都
道
府
県
に
お
け
る
過
疎
地
域
を
含
む
自
治
体
数
（
過
疎
市
町

村
・
み
な
し
過
疎
市
町
村
・
過
疎
地
域
を
含
む
市
町
村
）の
割
合
は
、二
〇
〇
八（
平
成
二
〇
）年
四
月
現
在
に
お
い
て
島
根
県
が
九
〇
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
以
下
、
大
分
県
の
八
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
鹿
児
島
県
の
八
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
媛
県
の
八
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
続
く
。
こ
れ
ら
の
中
に
お
い
て
、
山
車
行
事
が
最
も
盛
ん
な
地
域
は
愛
媛
県
で
あ
る
。

（
10
）　

た
と
え
ば
、
愛
媛
県
日
吉
村
（
現
鬼
北
町
）
の
日
吉
神
社
の
氏
子
は
、
二
〇
一
〇
年
時
点
で
牛
鬼
一
基
を
成
人
一
四
〜
一
五
名
で
担
い
で

い
る
が
、
か
つ
て
は
三
〇
〜
四
〇
名
以
上
の
人
手
を
要
す
る
ほ
ど
大
規
模
で
重
量
の
あ
る
も
の
を
用
い
て
い
た
と
い
う
（
日
吉
神
社
の
氏
子

に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
11
）　
「
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
」
と
は
、
和
霊
神
社
（
宇
和
島
市
和
霊
町
鎮
座
）
の
例
大
祭
（
七
月
二
三
・
二
四
日
）
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る

宇
和
島
市
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
宇
和
島
市
内
の
子
供
が
小
ぶ
り
の
牛
鬼
を
担
い
で
練
り
歩
く
「
子
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

ど
も
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
る
。
な
お
、
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
最
大
の
目
玉
行
事
は
、
宇
和
島
地
方
の
各
集
落
・
企
業
に
よ
る
親
牛

鬼
の
巡
行
（「
親
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
」）
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
場
合
、
二
〇
団
体
が
親
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
二
一
基
の
牛
鬼
が
Ｊ
Ｒ

宇
和
島
駅
―
商
店
街
（
き
さ
い
や
ロ
ー
ド
）
―
和
霊
神
社
周
辺
を
巡
行
し
た
。
以
下
に
当
時
の
参
加
団
体
を
記
す
。
宇
和
島
市
役
所
牛
鬼
保

存
会
・
丸
穂
牛
鬼
保
存
会
・
愛
媛
県
南
予
地
方
局
・（
株
）
フ
ジ　

フ
ジ
グ
ラ
ン
北
宇
和
島
・
宇
和
島
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
宇
和
島

信
用
金
庫
・
宇
和
島
商
工
会
議
所
青
年
部
・
新
鮮
組
・
元
結
掛
発
展
会　

牛
鬼
勇
志
会
・
津
島
牛
鬼
会
・
倉
吉
牛
鬼
会
（
鳥
取
県
）・
宇
和

島
徳
洲
会
病
院
・
日
吉
一
希
を
起
こ
す
会
・
鬼
北
牛
鬼
会
・
え
ひ
め
農
業
協
同
組
合
・
三
間
町
青
年
団
・
大
浦
青
年
団
・
野
村
青
年
団
・
全

日
本
空
輸
株
式
会
社
・
保
田
牛
鬼
保
存
会
。
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
木
下
（
二
〇
〇
九
）
が
詳
細
な
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

（
12
）　

た
と
え
ば
、
男
児
を
牛
鬼
行
事
の
伝
統
的
な
担
い
手
と
し
て
き
た
宇
和
島
市
九
島
地
区
（
島
嶼
部
）
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎

化
が
過
度
に
進
展
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
現
在
、
九
島
地
区
の
男
児
は
島
内
の
成
人
男
性
か
ら
支
援
を
受
け
て
、
辛
う
じ
て
牛
鬼
行
事
を

継
承
し
て
い
る
。
島
民
の
大
部
分
は
牛
鬼
行
事
の
存
続
を
切
望
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
未
だ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
と

い
う
（
九
島
地
区
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
13
）　

三
島
神
社
（
愛
媛
県
宇
和
島
市
長
堀
鎮
座
）
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
14
）　

愛
媛
県
宇
和
島
市
指
定
区
別
人
口
調
に
よ
る
。
宇
和
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
15
）　

二
〇
〇
九
年
現
在
に
お
け
る
三
島
神
社
の
氏
子
集
落
は
、
宇
和
島
市
枡
形
町
・
明
倫
町
・
新
田
町
・
元
結
掛
・
山
際
・
並
松
・
長
堀
・
中

沢
町
・
川
内
・
本
川
内
・
薬
師
谷
・
薬
師
谷
団
地
・
寄
松
・
別
当
・
保
手
・
坂
下
津
・
戎
山
・
県
営
団
地
・
青
葉
台
・
宮
下
・
夏
目
町
・
宇

和
島
第
二
住
宅
・
保
田
の
二
三
集
落
で
あ
る
。

（
16
）
た
だ
し
、
毎
年
、
必
ず
し
も
全
部
の
山
車
が
祭
礼
に
参
加
す
る
訳
で
は
な
い
。
山
車
の
数
は
年
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
と
い
う
（
三
島
神

社
へ
の
聞
き
と
り
調
査
に
よ
る
）。

（
17
）　

保
田
集
落
で
は
牛
鬼
を
三
〜
四
年
周
期
で
造
り
替
え
る
。
そ
れ
は
、
牛
鬼
の
主
要
な
素
材
が
マ
ダ
ケ
や
木
材
で
あ
る
た
め
、
数
年
間
で
腐

食
や
虫
害
が
進
み
、
使
用
困
難
な
状
態
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
18
）　

保
田
牛
鬼
保
存
会
の
構
成
員
は
春
と
秋
の
年
二
回
、
一
人
あ
た
り
二
、〇
〇
〇
円
の
資
金
を
提
供
し
、
こ
れ
を
も
と
に
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

（
19
）　

保
田
牛
鬼
保
存
会
に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
、
牛
鬼
の
担
ぎ
手
が
不
足
し
た
た
め
に
、
人
々
は
少
人
数
で
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
牛
鬼
を
巡
行
さ

せ
る
に
と
ど
め
た
と
い
う
。
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（
20
）　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
保
田
集
落
の
周
辺
地
域
に
立
正
佼
成
会
や
創
価
学
会
な
ど
の
他
宗
教
の
施
設
が
進
出
し
、
そ
の
影
響
で
、
こ
れ
ら

の
崇
敬
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

（
21
）　

保
田
集
落
で
は
、
た
と
え
ば
伊
吹
八
幡
神
社
の
祭
礼
時
に
は
、
四
ツ
太
鼓
巡
行
の
応
援
要
員
と
し
て
数
名
を
派
遣
し
て
い
る
。
四
ツ
太
鼓

は
牛
鬼
と
同
様
に
担
い
で
移
動
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
山
車
で
、
こ
れ
は
三
島
神
社
の
祭
礼
に
も
登
場
す
る
。

（
22
）　

地
域
住
民
と
そ
の
支
援
者
で
あ
る
「
第
三
者
」
の
間
に
、
祭
礼
の
宗
教
的
意
味
や
祭
礼
道
具
に
つ
い
て
相
互
理
解
が
な
け
れ
ば
、
両
者
間

で
清
水
（
二
〇
一
二
）
の
論
考
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
祭
礼
の
継
承
は
困
難
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

（
23
）　

た
と
え
ば
、
保
田
牛
鬼
保
存
会
が
人
的
資
源
を
派
遣
し
て
い
る
松
野
町
と
日
吉
町
（
現
鬼
北
町
）
の
集
落
で
は
、
毎
年
一
一
月
第
二
週
目

に
秋
季
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
24
）　

保
田
牛
鬼
保
存
会
で
は
、
会
長
が
お
も
に
カ
ブ
を
作
製
し
、
他
の
構
成
員
た
ち
は
彼
の
指
示
に
従
い
な
が
ら
そ
の
補
助
や
ド
ン
ガ
ラ
の
組

み
立
て
な
ど
の
作
業
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
本
業
の
合
間
に
行
わ
れ
る
。

（
25
）　

牛
鬼
の
頸
部
の
操
作
に
は
梃
子
の
原
理
が
用
い
ら
れ
る
。
操
作
係
が
ド
ン
ガ
ラ
の
内
側
に
入
り
、
そ
こ
で
頸
部
用
の
木
材
の
一
端
（
Ｔ
字

型
の
箇
所
、
第
二
章
参
照
）
に
体
重
を
か
け
て
こ
れ
を
下
方
に
押
す
と
、
そ
の
反
対
側
（
カ
ブ
を
据
え
た
側
）
が
垂
直
方
向
に
持
ち
上
が
る
。

操
作
係
が
木
材
に
加
え
る
力
を
減
ら
す
と
、
カ
ブ
は
垂
直
方
向
に
下
が
る
。
な
お
、
宇
和
島
地
方
の
牛
鬼
の
中
に
は
頸
部
を
カ
メ
の
よ
う
に

前
後
に
伸
縮
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
同
地
方
の
人
々
に
よ
り
、「
カ
メ
ウ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
26
）　

宇
和
島
地
方
の
各
種
施
設
が
保
田
牛
鬼
保
存
会
に
対
し
、
展
示
用
の
カ
ブ
の
作
製
を
依
頼
す
る
こ
と
が
屡
々
あ
る
。
施
設
に
展
示
さ
れ
た

カ
ブ
を
偶
然
目
に
し
た
人
々
が
、
施
設
側
に
作
製
者
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
、
同
保
存
会
の
存
在
と
活
動
内
容
を
把
握
す
る
。
そ
し
て

彼
ら
は
こ
の
情
報
に
基
づ
い
て
保
田
牛
鬼
保
存
会
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、祭
礼
道
具
の
作
製
・
修
復
依
頼
を
行
う
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ

て
、
保
田
牛
鬼
保
存
会
に
関
す
る
情
報
は
施
設
の
訪
問
者
の
「
口
コ
ミ
」
を
通
じ
て
宇
和
島
地
方
一
帯
に
拡
散
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）　

た
と
え
ば
、
八
幡
浜
市
の
あ
る
集
落
は
祭
礼
時
に
牛
鬼
の
鼻
の
部
分
を
破
損
し
、
二
〇
〇
九
年
に
保
田
牛
鬼
保
存
会
に
そ
の
修
復
を
依
頼

し
て
い
る
。

（
28
）　

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
の
参
加
企
業
が
保
田
牛
鬼
保
存
会
に
対
し
、
牛
鬼
の
作
製
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
29
）　

こ
の
よ
う
な
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、星
野
（
二
〇
一
二
）
は
日
本
全
国
の
神
楽
（
六
五
九
件
）
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
神
楽
マ
ッ
プ
」

（
全
国
神
楽
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
ほ
か
に
「
無
形
文
化
遺
産
の
記
録
所
在
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
公
益
財
団
法
人
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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史
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『
愛
媛
ま
つ
り
紀
行
』
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

大
本
敬
久
「
四
国
の
山
車
祭
礼
」
植
木
行
宣
・
田
井
竜
一
編
『
都
市
の
祭
礼
』
岩
田
書
院
、
三
六
五
―
三
八
九
頁
所
収
、
二
〇
〇
五
年
。

木
下
博
民
『
八
つ
鹿
踊
り
と
牛
鬼
―
お
国
自
慢
お
練
話
―
』
創
風
社
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

清
水　

純
「
神
田
祭
―
担
ぎ
手
の
動
員
を
め
ぐ
る
町
会
と
神
輿
同
好
会
―
」『
日
本
民
俗
学
』
二
七
一
、一
―
三
二
頁
、
二
〇
一
二
年
。

田
村　

華
・
上
田
祥
史
・
菊
地
成
朋
「
博
多
祇
園
山
笠
に
お
け
る
町
組
織
の
持
続
と
変
質
」『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演

概
集
』
Ｅ
―
二
、

三
九
九
―
四
〇
〇
頁
、
二
〇
〇
四
年
。

筒
井　

裕「
日
本
の
曳
き
も
の
の
祭
礼
に
み
ら
れ
る
東
西
の「
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」」國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

編
『
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
』
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
二
一
―
二
四
〇
頁
所

収
、
二
〇
一
二
年
。

戸
島
信
一「
神
楽
文
化
と
過
疎
問
題
―
宮
崎
の
自
然
が
残
し
た「
癒
し
文
化
」を
考
え
る
―
」『
地
域
文
化
研
究
』一
、六
三
―
六
八
頁
、二
〇
〇
六
年
。

藤
岡
和
佳
「
島
の
祭
り
と
観
光
―
伝
統
の
継
承
に
見
る
外
部
の
取
り
込
み
過
程
―
」『
日
本
文
化
環
境
論
講
座
紀
要
』
二
、九
一
―
一
〇
〇
頁
、

二
〇
〇
〇
年
。 

星
野　

紘
『
村
の
伝
統
芸
能
が
危
な
い
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
。

星
野　

紘
『
過
疎
地
の
伝
統
芸
能
の
再
生
を
願
っ
て
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
。

松
平　

誠
『
現
代
ニ
ッ
ポ
ン
祭
り
考
―
都
市
祭
り
の
伝
統
を
創
る
人
び
と
―
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

三
好
繁
幸
『
牛
鬼
見
て
歩
き
聞
き
歩
き
』
リ
ブ
ロ
リ
ア
、
二
〇
〇
四
年
。

吉
田
竜
司
「
伝
統
的
祭
礼
の
維
持
問
題
―
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
に
お
け
る
曳
き
手
の
周
流
と
祭
礼
文
化
圏
―
」『
龍
谷
大
学
社
会
学
部
紀
要
』

三
七
、二
〇
一
〇
年
。

http://w
w
w
.city.uw

ajim
a.ehim

e.jp/w
w
w
/contents/1129255743640/fi les/0903EBPR_SH

IT
EIJIN

K
O
.pdf

（
宇
和
島
市
ホ
ー
ム
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「祭礼文化圏」の継承に関する一試論

ペ
ー
ジ
、
指
定
区
別
人
口
調
。
最
終
確
認
日　

二
〇
一
二
年
八
月
二
三
日
）

http://w
w
w
.m
ukeibunkaisan.jp/about.php

（
公
益
財
団
法
人
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
無
形
文
化
遺
産
の
記
録
所
在

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
最
終
確
認
日　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
三
日
）

http://w
w
w
.kagura.gr.jp/

（
全
国
神
楽
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
神
楽
マ
ッ
プ
。
最
終
確
認
日　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
三
日
）

http://w
w
w
.kaso-net.or.jp/m

ap/ehim
e.htm

（
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
最
終
確
認
日　

二
〇
一
二
年
九
月
二
一
日
） 
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